
   平成２４年度３月期  居宅介護支援部会  議事録 

開 催 日 時： 平成 25 年 3 月 25 日（月）  18：00～20：00 

開 催 場 所： 足立区役所 南館 13 階Ａ会議室 

参加事業所： 49 事業所 

参 加 人 数： 57 名 

式 次 第： １、11 月のアンケート結果報告 

（中部福祉事務所 高齢援護係 渡邉係長） 

 ２、挨拶 

（居宅介護支援部会 弓狩部会長） 

 ３、足立区介護保険施策の現状と今後について 

 ～平成 25年度を迎えるにあたって～ 

（足立区介護保険課長 中村 明慶氏） 

 ４、平成 24 年度活動報告・会計より・平成 25年度活動計画・予算案等 

 ５、事務連絡 

 

議 事 録： 

１、 高齢援護係（渡邉様）より 

昨年１１月のアンケート調査結果報告です。やむを得ず金銭管理や手続き支援、

契約をしている方のアンケートを取りました。回答は 142 事業者（89％）の協力

を頂く。要介護者・契約者 11461 の中、金銭管理等に不安がある方は約 11％・1401

世帯がケアマネージャーの不安と感じている数字だとわかりました。認知症の発

症率もほぼ同じ数値。成年後見・地域福祉事業のフォーマルなサービスに結びつ

いているのは、152 世帯。親族が関与している金銭管理支援は 1346 世帯（95.3％）

親族の関与がなく、やむを得ない支援の方々は、知人・近隣・ヘルパーにて入っ

ているのが 202 世帯（15％）。要介護者の 11461 世帯だと 202 世帯だと、見寄りが

ない方の目安にもなる。 

アンケート結果で地域にこのような方々が多くいるのがわかり、来年度から地域

包括を通して、やむ追えない生活支援（金銭管理等）をしている実態調査を、私

どもとＮＰ０ですることになりました。包括や相談が入ったケースから行い、そ

の中で生活支援が必要となっている実態とか、フォーマルなサービス（成年後見

制度等）に、なぜ？結びつかないのか？なにが妨げとなっているのか？・・を検

討し、報告いたします。 

２、 部会長より挨拶 

今回で２４年度の部会が終了です。１年間ありがとうございした。役員は２年間

の任期になっています。前、部会長（有坂様）がみえています。２年前に引き継



ぎ、役員一同、お礼申しあげます。介護保険課長にお越しいただき、現状と今後

のお話しです。アンケート結果は現実的にやらざる負えない事があり、このよう

に今後も部会として実態把握に協力していきたいと思います。 

 

３、介護保険課長  中村氏より 

挨拶・・本日、４月より福祉部から産業経済部に異動となりました。今後の人事は

区民部の三品課長がなります。３年間ほど、やらせて頂き、改正もあるなか皆さま

にご協力頂き、感謝しております。次第に入ります。 

 

 

質問 1：地域ケア会議については、各地域で行う開催の動きは？ 

→具体的に開くのはまだ、決まっていない。２５年入ってから東京都から説明をえ

て、可能性はあるが、今のところ予定はありません。 

 

質問２：介護ノ―トは利用者により拒否もあると思うが？どうすれば・・・ 

→配布には「いらない」との方は、渡さなくてもよい。このノートのアナウンスは

行っていただき、関心が出ると思います。 

 

４、（１）部会長より 24年度の活動報告 

（２）会計深野より決算報告・予算案 

（３）平成 25 年度事業計画・運営方針・活動内容 

（４）役員紹介 

 

 

 

５、事務連絡 

○次回の居宅介護支援部会のお知らせ 

 日時：平成 25年 4月 18 日（木）事業所連絡会総会 18時～19 時 

 場所：足立区役所 庁舎ホール 

○平成 25年度認定調査員新規研修 
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